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平成３１年第１回弘前市教育委員会会議録 

日時 平成３１年１月２３日(水) 

午後３時３０分 

場所 岩木庁舎２階多目的ホール 

◇議事日程 

１ 定足数確認 

２ 開会宣告 

３ 会議録署名者の指名 

４ 会期決定 

５ 議案の審議 

  議案第１号 弘前市立郷土文学館運営委員会の委員の委嘱について 

６ 閉会宣告 

◇付議事件 

 議事日程に同じ 

 

◇出席委員 

１番 吉田 健 委員、２番 高木 恵美子 委員、３番 村谷 要 委員 

４番 澤田 美彦 委員、５番 前田 幸子 委員 

 

◇説明のため出席した者の職氏名 

教育部長 野呂 忠久、理事兼学校教育推進監 奈良岡 淳、 

教育政策課長 菅野 昌子、学校づくり推進課長 三上 善仁、 

学務健康課長 中田 和人、学校指導課長 木村 文宣、 

教育センター所長 三上 文章、生涯学習課長 戸沢 春次、 

博物館長及び高岡の森弘前藩歴史館長 加藤 裕敏、文化財課長 成田 正彦 

 

◇出席事務局職員 

  教育政策課長補佐 福士 智広、教育政策課総務係長 鳴海 貴幸 

 

 

  午後３時３０分 開会 

○教育長（吉田 健） 平成３１年第１回弘前市教育委員会会議を開会いたします。た

だいまの出席者数は５名で定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 

会議録署名者に２番高木恵美子委員と５番前田幸子委員を指名いたします。 

会期は本日１日としたいと思いますがいかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○教育長（吉田 健） ご異議ないものと認め、会期は本日１日といたします。 

本日の案件は、議案が１件となっております。 
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・議案第１号について 

○教育長（吉田 健） それでは、議案第１号 弘前市立郷土文学館運営委員会の委員の

委嘱について、事務局から説明をお願いします。 

○生涯学習課長（戸沢春次） 議案第１号 弘前市立郷土文学館運営委員会の委員の委嘱

について、ご説明いたします。提案理由は、弘前市立郷土文学館運営委員会の委員の

任期満了に伴い、弘前市立郷土文学館条例第１３条の規定により新たに委員を委嘱し

ようとするものです。 

   委員の定数及び任期についてですが、委員は１０人以内で組織し、任期は２年とす

するもので、条例第１３条で定められています。１２月１９日までの任期でしたので、

現在任期が切れている状態ですが、委員そのものが学識経験者と公募による市民とい

うことで規定されているもので、公募委員を１０月１日から末まで公募したものの、

応募が無かったものです。その後再募集を１２月１０日から２１日まで公募しました

が、それでも応募が無く、公募の選定に時間を要したことから、任期が切れている状

況となっております。 

  （別紙により説明） 

○教育長（吉田 健） ただいまの説明に対してご質疑等ございますか。 

○５番（前田幸子委員） 前回の齋藤さんは今回、公募をしなかったのでしょうか。 

○生涯学習課長（戸沢春次） 公募委員については、再任できないという規定がございま

すことから、応募はございません。 

○５番（前田幸子委員） 会議の回数についてですが、２年で２回ということは１年で１

回なので、少ないと思うのですが。 

○生涯学習課長（戸沢春次） 指定管理者が導入されるまでは、年に４回会議を行ってい

るときもございましたが、指定管理導入後は順調なことから会議も回数が少なくなっ

ているのではと思います。 

○５番（前田幸子委員） 指定管理になった後も、観覧者が少ない状況で、もっと積極的

にやったほうがいいのではということが言われています。会議を増やして文学館をい

い方向にもっていく提案をいただくことはできないのでしょうか。 

○生涯学習課長（戸沢春次） 入場者数を増やすための企画等を充実させるため、会議を

増やすということは可能ですし、人数も１０人が上限であるものの６人ということで、

今後適任者がいれば増やしていくことも考えられます。 

○教育長（吉田 健） 企画展のアイデアを委員から求めることはできるのでしょうか。 

○生涯学習課長（戸沢春次） 委員会の場でアイデアや提言をいただくことはしておりま

すが、基本的には事務局で案をつくったものに、ご意見をいただくという形をとって

おります。 

○４番（澤田美彦委員） 図書館には結構な人数が入場しています。入り口が違うだけで

これだけ違うということなので、構造的に入り口を一緒にするということは、できな

いものなのでしょうか。 
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○生涯学習課長（戸沢春次） 入り口は別々ですが、中では一つになっている構造ですの

で、一緒にすることは可能かと思いますが、有料施設と無料施設ということで区分が

必要になっております。文学館では入場料収入を増やすため取組や企画を行っていま

すので、今後の課題ということで考えていきたいと思います。 

○５番（前田幸子委員） まずは行ってもらう、足を運んでもらうということが大切かと

思います。 

○３番（村谷要委員） 郷土文学館では、どれくらい収蔵しているのでしょうか。 

○生涯学習課長（戸沢春次） 常設展は１０人の方を展示しております。太宰生誕１１０

周年の企画展を２０１９年に行うこととしております。 

○教育長（吉田 健） 他にご質疑等ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○教育長（吉田 健） それでは議案第１号を可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○教育長（吉田 健） ご異議ないものと認めます。よって議案第１号は可決されました。 

 

○教育長（吉田 健） 以上で、本日の会議に付議された案件の審議はすべて終了いたし

ました。これをもちまして、平成３１年第１回弘前市教育委員会会議を閉会いたしま

す。 

 

午後３時４２分閉会 

 

 

                 会議録作成者 

                  弘前市教育委員会 

                   教育政策課総務係長 鳴海 貴幸 
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